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法⼈理念

笑 顔
地域への笑顔
利⽤者様への笑顔
ご家族への笑顔
⾃分への笑顔

>>



きらめき会の⽬指すビジョン

地 域 を 笑顔にする。
地域の⼈と
ケアを中⼼とした
コミュニティを構築し
地域を笑顔にする。



きらめき会の⾏動指針
3つの指針。
1 基本に忠実であること

福祉があるべき基本的な姿勢に忠実であり、本質を⾒失わずに邁進すること。

2 積極的に物事を考えること
積極性を持ち、より質の⾼い介護サービスの提供に尽くすこと。

3 ⼼のこもった⾏動をすること
ご⼊居者様・ご家族さま・地域の皆様・共に働く仲間に愛情を持ち、⼼をこめて全ての業務に
従事すること。



重点実施⽬標
＜法⼈＞
・ICTの更なる推進 ・新規事業の推進を図る ・研修計画の充実（内部研修の充実）
・会議などの⾒直し ・地域との関わり⽅の⾒直し ・働きやすい環境づくりの構築
・技能実習⽣＆特定技能など外国籍の受⼊体制づくり

＜横浜いこいの⾥＞
・QOLの向上
・登録⼈数平均22名確保
・利⽤者受⼊体制の強化
・地域との連携強化
・他法⼈と交流

＜若葉いこいの⾥＞
・職員確保
・利⽤者確保
・オープニング研修の実施
・設備、備品の選定
・⼯事の設計管理

＜⼋潮いこいの⾥＞
・QOLの向上
・看取りケアの質向上と検証
・利⽤率95％維持
・⼊院者の減少
・離職率の低下
・安定した雇⽤



社会福祉法⼈きらめき会
法⼈本部



2020年度事業⽅針
1職員の能⼒を活かす研修プログラムの充実 ２他法⼈＆地域との連携強化とバックオフィス業務の改善 3 新たな事業の推進

① 管理職向け研修プログラムの実施
管理職がそもそも「マネジメント」とは何かにつ

いて理解していなかったり、共通の⾔語を持ってい
ない現況があることから、研修の参加や他法⼈と連
携して、マネジメントの原理原則を理解する研修を
実施します。

採⽤と定着⽀援の⾒直し
採⽤は新卒、専⾨職、ローカル、外国⼈採⽤など

対象者別の戦略や情報発信の⽅法を構築します。
定着については、事業拠点ごとに⽬標設定を⾏いま
す。

②

③ 外国⼈介護職員の受⼊強化
従来から⾏っている技能実習制度による介護職員

の受⼊のほか、特定技能による介護職の受⼊も登録
⽀援機関と連携しながら積極的に進めます。外国⼈
介護職員に対する⽇本語教育の機会と介護技術の研
修についても仕組みを充実させます。

④ 多様な職員が働ける仕組みと基盤づくり
⼦供を持つ職員が安⼼して働ける仕組みづくり、

LGBTQなどマイノリティに配慮した職場環境づくり
や、社内の各種制度の改善を図ります。

① 他法⼈と連携した⼈材育成
他法⼈と連携して⼈材育成プログラムを実施してい

くほか、⼈材交流を深めることで、職員が客観的な視
点を持ち、職場の改善に取り組みやすい環境を整えま
す。

② ICTの活⽤とバックオフィスの強化
情報収集を定期的に⾏い、業務改善につながるICT

導⼊を進めていきます。⼜、ICT推進委員会の発⾜を
⽬指し、現在導⼊しているICTの⾒直しや改善に努め
ます。

① ⼋潮での新規事業
⼋潮で⼩規模多機能型居宅介護の申請を⾏いま

す。⼋潮市役所と議論をし、次年度の計画に⼩規
模多機能を加えてもらうよう協議をしていきます。

② 若葉いこいの⾥
2021年4⽉OPENに向け、職員確保に向けた施策、

設備の選定などOPENにつまずかないよう準備を進
めていきます。

③ 「いこいの⾥」のリブランディング
「いこいの⾥」では、開設時から終末期ケアの

積極的な実施、⾝体拘束を限りなくゼロにする介
護を実践してきました。私たちが、当たり前と認
識し ていることも、介護業界では、まだ当たり前
ではなく、私たちの取り組みや⼤切にしているこ
とを現場の介護職員の視点から整理して発信しま
す。

③ 地域との連携強化
地域の⼈とケアを中⼼としたコミュニティを構築

し、地域を笑顔にすることが私たちのビジョンです。
こども⾷堂の実施、喫茶いこいの実施など、地域の
⽅々に開かれた場所づくりの提供を⾏います。



特別養護⽼⼈ホーム
⼋潮いこいの⾥



◇事業所名
特別養護⽼⼈ホーム ⼋潮いこいの⾥
〒340-0824 埼⽟県⼋潮市垳526-1

◇事業開始⽇
平成30年4⽉1⽇

◇事業内容
特別養護⽼⼈ホーム事業
定員：従来30名 ユニット90名 計120名
⽼⼈短期⼊所事業（空床利⽤）

■ 特別養護⽼⼈ホーム⼋潮いこいの⾥



施設⻑コメント
昨年度は施設の⼟台作りと、職員教育を主に⾏った。

施設内研修の充実と、介護職を中⼼に多くの外部研修に参加し、各職種のスキルアップに繋がった。
またマニュアル作成、業務の効率化を図るため、会議開催の仕⽅・会議内容など初年度から変更した。

令和2年度の重点課題としては「質の⾼い福祉サービス」と「雇⽤の安定」を重点に継続的に取り組んでいき
たい。

「質の⾼い福祉サービス」

１.  ⼊居者満⾜度の意識、施設・サービス内容に関する情報共有の徹底
２.  職員教育・施設内外研修による、⼈材育成・資質の向上
３.  ⼈材育成課による、継続的な職員教育とユニットケアの理解と向上

「雇⽤の安定」

１.  ホームページを活⽤し雇⽤を図る
２.  継続的に掲載可能な募集媒体の活⽤
３.  外国籍の⽅の柔軟な受け⼊れ

上記に加え、想定外の事態に備える。また急遽な対応策を打ち出せるよう、適宜ミーティングを⾏い
安定した事業展開を図る。



サービス部⾨別⾏動⽬標 ＜⼋潮いこいの⾥＞ ケアマネ相談員部⾨

＜⽬ 標＞
◇ ⼊居者・ご家族との信頼関係の構築
◇ ⼊居者の健康と安全の確保
◇ 介護⽀援専⾨員・相談員の業務の画⼀化

＜取 り 組 み＞
◎ ⼊居者・ご家族の意向に沿ったケアプランの作成
◎ 医務の申し送り時を活⽤し、他職種連携と情報の共有
◎ 配置転換やケアマネ・相談員の業務⾒直し
◎ 個々の判断⼒・⾯談⼒の向上



サービス部⾨別⾏動⽬標 ＜⼋潮いこいの⾥＞ 介護部⾨

＜⽬ 標＞
◇ リーダーの育成
◇ ユニットケアの推進
◇ マニュアルの徹底

＜取 り 組 み＞
◎ リーダー会議を主に会議の中で、ディスカッション・考え⽅・伝え⽅の統⼀を図る
◎ ユニットケアの理解を深める。様々な職種の⼈材を上⼿く活⽤しユニットケアの推進に努める
◎ 今年度中の業務や連絡事項、連絡⽅法の⾒直しと修正



サービス部⾨別⾏動⽬標 ＜⼋潮いこいの⾥＞ 医務部⾨

＜⽬ 標＞
◇ 業務の充実化と適正化を図る
◇ 情報共有の強化

＜取 り 組 み＞
◎ 業務のマニュアル化を⾏う、また、看護師業務のマニュアル作成を⾏う
◎ 報告・連絡・相談の徹底を⾏う
◎ 看護師だけの申し送り時間を設けて、必ず毎⽇5分でも⾏う



サービス部⾨別⾏動⽬標 ＜⼋潮いこいの⾥＞ 事務部⾨

＜⽬ 標＞
◇ 各セクション仕事の確実性を意識する
◇ ⾃分の⾝に置き換える⾏動
◇ 協調性を⾼める

＜取 り 組 み＞
◎ 事務所内や個々の⾝の回りを徹底して、整理整頓を⾏う
◎ 多くのことに気付き、速やかに⾏動に移す
◎ 多職種との連携を深め、協⼒性を持って業務に励む



⼩規模多機能型居宅介護
横浜いこいの⾥



◇事業所名
⼩規模多機能型居宅介護 横浜いこいの⾥
〒245-0015 神奈川県横浜市泉区中⽥⻄4丁⽬2番43-2

◇事業開始⽇
平成22年4⽉1⽇

◇事業内容
⼩規模多機能型居宅介護
介護予防⼩規模多機能型居宅介護
登録定員：29名 （内通所：17名 泊り：8名）

■ ⼩規模多機能型居宅介護 横浜いこいの⾥



サービス部⾨別⾏動⽬標 ＜横浜いこいの⾥＞ 管理・介護部⾨

＜⽬ 標＞ 登録平均22名以上

◇ 利⽤者⼀⼈ひとりの⾔葉に⽿を傾け、⾃宅での家庭環境及びADL状況に合った援助を⾏って⾏く。
また、少しでも笑顔を引き出すため、⾏事の計画及び再度、利⽤者のニーズに応えられるよう多様なレクリエーション
の改⾰を実施していく。加えて、地域との連携強化として地域交流を深め地域の⽅々を巻き込んで施設を盛り上げていく。

＜取 り 組 み＞
◎ 営業の強化。週に1度は営業に⾏く、また空き情報などFAX or メール or TELにて連絡を定期的に⾏う。
◎ 新規利⽤者及び臨時・曜⽇追加の積極的な受⼊を⾏う。
◎ 家族との信頼関係を⼤切にして、充実した在宅⽣活の継続を⽀援する。
◎ 他法⼈や他施設と交流を図りながら、新しい気付きをサービスに取り⼊れていく。
◎ ICT（ケアコラボ）を理解活⽤し、記録の充実を図る。
◎ 泉区内で実施しているイベントに参加し、地域との交流を図る。また、施設内で⾏うイベントには地域の⽅々に声をかける。



特別養護⽼⼈ホーム
若葉いこいの⾥



◇事業所名
（仮称）特別養護⽼⼈ホーム 若葉いこいの⾥

◇施設予定地
千葉市若葉区若松町531-156 外

◇事業開始⽇
令和3年4⽉1⽇ 開所予定

◇事業内容
特別養護⽼⼈ホーム事業 定員：80名（ユニット）
短期⼊所⽣活介護事業 定員：20名

合計：100床

■特別養護⽼⼈ホーム 若葉いこいの⾥



サービス部⾨別⾏動⽬標 ＜若葉いこいの⾥＞ 法⼈本部

＜取り組み＞
◇ 職員確保（2020年4⽉より募集を開始予定）
⇒広告媒体にて募集、新卒採⽤の検討、外国⼈介護者の採⽤検討など

◇ 利⽤者確保（2020年10⽉よりパンフレット制作&送付の開始）

◇ 施設⻑決定（2020年10⽉頃までには施設⻑候補者の中から選別）
◇ 建築⼯事の進捗確認（OPENがずれ込まないよう指⽰。定例会に参加）
◇ オープニング研修の実施

◇ 設備・備品の選定


